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4　有望品種の他場所における成槙をみると，年間

生草収量については栃木以南の各場所でプーソはホル

ステソカンプを上回った（第1図，青森はホルステン

カンプを供試せず）。越夏性，再生力等でも同様にプ

ーソはホルステンカソプに勝る憤向を示した（第8

衰）。

牛
　
革
　
収
　
量

靂遣15・717・619・119・5　21・5℃

第1図　生草収量よりみた地域適応性

第d表　各場所における特性評価

特性 場月 払撞 アオ■ナミ プ　ー　ソ ホルステンカンプ

出

穂

青　 森
ム j 一
21 12

身 4

貴～福　　 島 57言
名

（始）

期

①

栃　　 木 （号へ羞 ） （凄一名 ） （去～わ

石　　 川
（去璃 ） （孟｛者 ） （亮 一 ）

香　　 川 十手言 う 号 音 ） （高 一 ）

越

夏

性

青　　 森 良 良 －

福　 島 良 良 良

栃　　 木 良 良 良

石　　 川 中　一　否 中　～　否 中　、　否

香　 川 中　～　否 良　一－：否 中 一 香

摘

要

青　 森 有 望

耐病性？

有 望

要　検　討 －

福 島

栃 木

石 川

香 川

有 望

萌芽早い

特に有望

株立しにくい

4　ま　　と　　め

当場における5カ年の成績から有望品種としてホル

ステンカンプ，フロンティア及びプーソの5品種があ

げられる。このうちホルステンカソプは5カ年を通じ

て高い収量を示し，春先の生育はやや遅いが，その後

の生育は良く，出穂は最も遅く，耐暑性，耐病性も良

い晶踵である。

フPソティアは春先から初夏にかけての生育が良く，

出穂はホルステンカンプに次いで遅く，耐暑性も比較

的良い。

プーソは出穂が最も早く，越夏後の再生が良い。栃

木以南の各場所の成績では耐暑性，越夏性，収量等で

ホルステンカンプを上回った。

青刈ソルガムの栽培について

藤田　　元・今　　　功
（青森県畜産試験場）

1　ま　え　が　き
実取りが目的であったが，今日のように育刈・サイレ

ージとして利用されるようになったのは19世紀末と

ゾルガムは熱帯アフリカを原産としその利用形態は　　いわれている。栽培地域はもちろん，温帯や北緯50
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度附近でも栽培されている。ソルガムは高温，乾燥に

強い。しかも耐倒伏性が大きく，機械に対する適応性

があり，かつ再生利用による多収が可能なため，関東

以西ではトウモロコシに代わる夏季飼料作物として栽

培面靖が増加している。近年，品種の改良も進み，東

北地方でもソルガムの栽培が行われ，岩手県では約10

t（1D a当り，以下同じ）の収量をあげている。この

ような状勢にかんがみ本県におけるソルガムの栽培に

ついて検討した。

2　試　験　方　法

1播種期

昭和47年5月24日，6月15日，7月6日の5回

（1）1・5刷区（パイオニアソルゴー、攣準とし一
斉に刈り取る）

（2）出穂始刈区

5　供試品種

①キングソルゴー　②パイオニアソルゴー（雪印）

③パイオニアソルゴー985（タキイ）④スダックス

⑤スダックス508　⑥スイートソルゴー（雪印）⑦フ

ォーレジャハイブリ　ット　⑧ハイスーダソ　⑨yK525

⑳ハイブリッドソルゴー（雪印）⑯′、イプリッドソ

ルゴー（タキイ）⑫スイートソルゴー（タキイ）

⑲ニ1－ソルゴー　⑭ソルゴー　⑯モウソウソルゴー

4　施肥量（毎／10a）

（1）基肥：Ⅳ－P205－Ⅹ20＝10－10－10

炭カル10D，堆肥5t

（2）追肥（1．5仇刈）：N一丈20＝10－10

5　播種量，播種方法（毎／10a．）

5毎，粂播（吐幅dOの乃）

d　試験区

1区ス2〝㌔，1区制，1区を2分し1．5珊刈，出穂

始刈とした。

5　試　験　結　果

1　生育状況

47年度の平均気温は平年より全般に高く経過した。

降水量は5月下旬から6月上旬にかけ少なかったため，

5月播種区では乾燥書がみられ生育が停滞し，ハイス

ーダソでは枯死株が多く，試験を中止した。7月播種

区には鳥車がみられ，そのため茎の損傷，板の浮上が

出た。9月17日台風に見舞われたため7月播種区の

出穂始刈区に倒伏がみられたので早目に刈取りをした。

2　出穂期

出穂は生育．収量と密接な関係があり特性を規制す

る重要な形質である。ソルガムは播種期を移動した場

合，品種により出穂期が促進，遅延するのがみられる

が，本試験では6月播種区で調査した結果，9月10

日以前に出穂期に達した①～⑧を早生，9月20日ま

での⑨～碑を中性．以降出穂期に達した⑭，⑲を晩生

種とした。

5　草　丈

播種後1カ月目の草丈を第1表に示した。

5月播種区はスダックスを除き20m以下で初期生

育は遅い。8月揺毯区は56－50cmの草丈で5月播

種区の2－5倍である。7月播種区は伸びが著しく‘2

～88の乃であった。このようにソルガムの5月播種は

平均気温も低く，初期生育が遅いため雑草との競合が

心配される。

第1表　播種後1カ月後の草丈

品　　　 種 5 月 播 種
　　 l
6 月 播 瞳 7 月 播 種

キ ン グ ソル ゴ ー
cm C椚 cm
2 0 4 8 6 4

パイ オニアソルゴー 2 0 4 8 8 8

〝　　 9 8 5 1 9 4 5 8 5

ス　 ダ　 ッ　 ク　 ス 2 2 5 1 7 2

〝　　 5 0 ° 1 9 5 2 7 8

スイ ー トソル ゴー 1 9 4 8 8 7

フ ォ ー レ ジ ャ

ハ イ ブ リ ッ ド

1 7 4 7 8 4

ハ イ　 ス　 ー ダ ン － 4 2 6 2

N X 二　5 2 5 1 8 4 2 6 7

ハ イ ブ リ ッ ド

ソ　 ル　 ゴ ー
1 8 5 6 ‘7

〝 1 7 ‘ 4 2 ‘7

スイ ー トソル ゴー 1 9 4 0 7 9

ニ ュ ー ソル ゴ㌧－ 1 4 5 8 7 1

ソ　　 ′レ　　 ゴ　　 ー 1 8 5 9 8 0

モ ウ ソウ ソル ゴー 1 8 4 5 7 0

1番刈までの草丈の推移を第1園に示した（パイオ

ニアソルゴー）。

5月播種区は20cmまで生育が緩慢で以後伸長が早

く40仰を越えると著しい。8月，7月播種区と次第
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草

0　　10　　　20　　　30　　　4n　　　獣）　　60

播　種　後　日　敬

第1図　1番刈までの草丈の推移
（パイオニアソルゴー）

第2表　1．5仇刈生草収量

に初期生育も早く1．5mに達するのが5月播種区より

10日，20日それぞれ早い。

1．57花刈生草収量を第2表に示した。

5月播種区は5回の刈取りをした。1番草では品種

の早晩による差は明らかでないが，2．5番革では早

生＞中性＞晩生の順に多い。合計収量ではキソグソル

ゴーが最も多く約8七である。モウソウソルゴーはそ

の牙であった。‘月播種区は′、イスーダソを除き2回

の刈取りに終わった。再生の良否は気象，貯蔵養分，

施肥量，刈取高さ等に左右されるが，今回は気温の低

下が2回刈に終った大きな原田と思われる。1番草は

5月播種区より全般に多収であるが合計収量は少ない。

しかしキングソルゴーでは8　七と5月播種区とほぼ同

じであった。また品種の早晩による差はあまりみられ

ない。7月播種区は2番草の収量が低く大幅に減収し

た。また品種の早晩による差はみられない。スダック

ス508が約5tと最も多く．キングソルゴーは約5．5

tであった。

（毎／10a）

品　　　　　　 種

5　 月　 播　 種　 区 6　 月　 播　 種　 区 7　 月　 播　 種　 区

1 番 草 2 番 革 5 番 草 合　 計 1 番 草 2 番 草 5 番 革 合　 計 1 番 草 2 番 等 合　 計

キ　 ソ　 グ　 ソ　 ル　 ゴ ー 5，1 17 2 ，8 5 4 2 ．2 7 9 8 ．0 5 0 5 ，9 8 7 5 ，9 4 8 ス 9 15 5，2 0 4 5 0 8 5 ，5 1 2

パ イ オ ニ ア ソ ル ゴ ー 5．2 4 2 2 ．14 d 乙 5 6 5 ス 7 5 1 5 ，8 2 1 2 ，5 0 8 占，5 2 9 5，5 7 1 5 5 5 5 ，7 7 8

〝　　　　 9 8 5 乙 5 4 7 2 ，19 6 1，8 8 5 8，8 2 8 乙 5 5 0 1．8 8 5 4 ，2 5 5 5，4 15 5 4 2 5 ，7 5 5

ス　 ダ　 ッ　 ク　 ス 乙占17 2 ，5 8 8 2 ．5 0 0 ス 5 0 5 2 ，8 5 8 1．8 4 2 4 ，8 8 0 5 ，14 2 4 9 2 5 ，d 5 4

〝　　　　 5 0 6 1，5 8 8 2 ．8 5 5 2 ．1 15 ‘．5 5 2 5 ．7 7 1 2 ，4 9 8 8 ，2 8 7 4 ，4 7 5 49 2 4 ．9 8 7

ス イ　 ー ト　ソ ル ゴ　 ー 2 ，7 8 5 2 ，8 2 1 1．5 9 2 ‘，9 9 8 乙 9 2 9 2 ．5 8 5 5 ，5 12 5，4 15 9 8 5 4 ．5 9 8

フォー レジ ャハイ ブ リッド 2．8 8 1 2 ，0 1 7 2 ．5 0 0 ‘，9 9 8 5，8 9 8 5 ，18 8 8，8 8 4 2 ，2 5 8 5 4 2 2 ，7 8 0

′、 イ　 ス　 ー　 ダ　 ン
－ 5，0 4 6 乙 5 5 0 2 5 0 5 ．8 4 （5 5 ，0 5 8 1，2 7 1 4 ，5 0 9

y E 二　 5 2 5 2 ，15 1 乙 d 8 5 1，2 1 7 占．0 5 1 2 ．95 8 1，8 4 2 4 ，7 8 D 5 ，5 5 8 2 2 5 5 ，7 8 5

バ イ プ リ ッ ド ソル ゴ ー 乙2 14 1．4 4 8 1，5 7 1 5 ，2 5 1 2 ，09 2 1．5 7 9 5，6 7 1 5 ．9 4 8 5 5 8 4 ，5 0 4

〝 5 ．18 6 1，19 8 2 ．14 1 8 ．5 2 5 5 ，5 8 5 2 ，18 5 5 ，5 2 （5 5 ，12 1 15 8 5 ．2 7 9

ス イ　 ー ト　ソ ル　 ゴ　 ー 2，2 8 5 1，5 5 5 1，4 8 7 5 ，2 8 5 5 ，10 4 1，5 4 8 4 ，8 5 0 5 ，6 8 5 2 0 0 5 ，8 8 5

ニ　 ュ　 ー　 ゾ　 ル　 ゴ　 ー 1，5 5 9 1，9 9 8 1．2 5 8 4 ．5 7 5 2 ，14 2 1．5 7 1 5 ．7 15 5 ，5 1 7 5 0 8 4 ．0 2 5

ソ　　　 ル　　　 ゴ　　　 ー 2．8 4 4 1，2 5 8 9 0 4 4 ，78 ° 5 ．5 d 5 占0 8 5 ，9 7 1 4 ，0 1 7 15 8 4 ．17 5

モ ウ　 ソ　 ウ　 ソ ル　 ゴ　 ー 2，0 4 7 1，5 2 1 5 5 8 4 ．10 8 5 ，5 8 5 1．4 6 7 4 ，8 5 0 5 ．8 8 5

l

8 5 5 ．7 76

注．刈取月日：5月播稜区　1番草　7／25　2香草　8／26　5香草10／2

6月播種区　1番草8／5　　2香草9／11　5香草10／2
7月播種区　1番草　8／21　2香草10／2
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出穂姶刈生草収量を第5表に示した。

第5表　出穂始刈生草収量
（毎／10a）

品　　　　　　 種
5　 月 8　 月 7　 月

播 種 区 播 種 区 毒番種 区

キ　 ソ　 グ　 ソ　 ル　 ゴ ー q 8 5 5 1 8 7 1 1 7 2 5

バ イ オ 主 ア ソ ル ゴ ー 具 2 〔14 ス 占5 0 6 ，9 5 4 ＊

〝　　　　 9 8 5 8 ，4 0 0 8 ，0 8 7 1 5 0 8 ＊

ス　 ダ　 ッ　 ク　 ス ス7 0 4 ス 4 0 8 8 ．8 2 9 ＊

〝　　　　 5 0 8 鼠 19 2 8 ，2 2 5 8，9 5 8

ス イ　 ー ト　ソ ル ゴ　 ー ‘．15 5 1 2 9 8 6，8 2 1

フォー レジャハイ ブ リッド 8 ，5 4 2 管 9 0 0 q 8 2 9

′、 イ　 ス　 ー　 ダ　 ソ － 4 ，9 9 d 4 ，8 2 9

y E ． 5 2 5 8 ，5 2 5 見 4 6 5 8 ，4 9 5 ＊

ハイ ブ リ ッ ドソ ル ゴ ー ‘．8 2 5 ス 15 0 8 ，0 5 8 ＊

／／ 具 17 5 1 2 ，8 2 5 買 4 8 5 ＊

ス イ　 ー ト　 ゾ ル　 ゴ　 ー 8 ，4 5 2 8 ．4 2 1 8 ，4 5 5 ＊

ニ　 ュ　 ー　 ソ　 ル　 ゴ ー 8，8 2 5 ス 4 9 6 5 ，18 5 ＊

ゾ　　　 ル　　　 ゴ　　 ー 見 7 8 5 12 ．70 0 見 79 8 ＊

モ ウ　 ソ　 ウ　 ソ ル　 ゴ　 ー 15 ，5 75 15 ，5 6 5 ＊ 10 ，4 8 5 ＊

＊倒伏のため刈り取る（無出穂）

5播種区とも収量は1．5仇刈より多く，その中で6

月播種区が最も多収であった。品種別ではモウソウソ

ルゴ‾，ソルゴー，ハイブリッドソルゴー（タキイ）

が15－15・5七の高収をあげた。1．5m刈と比較し出

穂始刈では播種期による収量の変動が少なく，全般的

に晩生，中生踵が高収であった。

4　と　り　ま　と　め

15品種を用い播種期と刈取期別生産性を検討した。

1播種期は5月下旬では初期生育が遅く雑草に抑

圧される心配があるため6月中旬が良い。この時の平

均気温は16－17℃である。

21・5‾轡回刈利用には早生品種が良く・キソ
グソルゴー，フォーレジャハイブリ　ッド，スダックス

508，パイオニアソルゴーが多収である。

5　出穂姶刈は，1．57花刈より多収であった。また

播種期による収量の変動が少なく，晩生種のモウソウ

ソルゴー，ソルゴー中生種のハイブリ　ッドソルゴーが

多収である。

4　1番革及び出穂始刈区には病害が少なかったが

2番以降，被害が多くなった。

このように今年度は1．5竹l刈で約8t，出穂始刈で

15－15．5tの生革収量を得たが，これは降水量は平

年より少なかったが，平均気温が高く気象に恵まれた

ためと思われる。このため年次間の差を調べるためにも

今後の検討が必要である。

ぺレニア／レライグラスの最終刈取時期の

相違が翌春の生育に及ぼす影響

桂　　　勇・高橋鴻七郎・関村　　栄
（東北農業試験場）

1　ま　え　が　き

ベレニアルテイグラスは，寒地型牧草のなかでも秋

の低温・短日条件下で比較的伸長が良好なため，利用

期間の延長を図るうえで重要な草種である。しかし，

多年性牧草を晩秋に利用する場合は．越冬や翌春の生

育に対する配慮が必要となる。これまでオーチャード

グラスについて検討し，10月中旬に刈り取った場合

に翌春の生育が最も抑制されることを明らかにした。

今回は，耐寒耐雪性のやや弱いと思われたペレニアル

テイグラスについて検討したのでその結果の概要を報

告する。

2　試　験　方　法

べレニアルライグラス（マソモス）をa当たり0．2

毎散播した利用2年目の圃場を用い，春から試験開始

時まで，約8cmの高さに5回刈り頼った。その後の刈

取りを10月5日，10月51日，11月29日及び無刈

攻りの4段階とした。追肥は9月8日（処理開始）と

翌春5月下旬に三要素をそれぞれa当たり0．8毎を行

った。1区面軌は10㌦で2連制。

9月‘日から11月29日まで約2週間間隔で草丈，

乾物重（刈株と刈取部に分け），翌春融雪後に草丈及

び茎数，1番刈時（5月22日）に草丈及び乾物重を詞


